
「保育現場のノンコタクトタイム～働きやすい環境と保育の質の向上～」 
追加調査へのご協力のお願い 
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いつも保育部会活動へのご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、先般調査研究委員会が実施いたしました「保育現場のノンコンタクトタイム～働きやすい環境と

保育の質の向上～」調査については、ご多忙の中ご協力をいただき、誠にありがとうございました。 

現在、調査結果の分析を進めておりますが、より多くの会員園の状況を把握し、実態に即した調査結果

とするため、このたび追加調査を実施することといたしました。 

ご多忙のところ恐縮ではございますが、本調査の趣旨をご理解いただき、改めてご回答にご協力くださ

いますようお願い申し上げます。今回の調査は３分程度でご回答いただける内容となっております。 

   

１ 調査内容 

テーマ：施設におけるノンコンタクトタイム※の有無 ※定義は次ページをご参照ください 

設問数：全５問 

 回答者：施設長・園長等管理職の方（１施設１回答でお願いします） 

  ※３月から５月にかけて実施した「保育現場のノンコンタクトタイム～働きやすい環境と保育の質

の向上～」Web 調査（以下「前回調査」）では管理職及び現場職員の方による複数回答を可として

おりましたが、今回は施設単位での集計を行うため、１施設につき１回答とさせていただきます。 

 

２ 調査対象 

  東京都社会福祉協議会保育部会の全会員施設（公立園含む） 

※前回調査にご回答いただいた施設におかれましても、恐れ入りますが、改めてご回答をお願いいた

します。公立保育園所管課へ本紙が複数部届いた場合、お手数をおかけしますが、会員公立園に転

送いただければ幸いです。 

    

３ 回答方法 

  以下Ｗｅｂフォームからのご回答をお願いいたします。なおＷｅｂ回答が難しい場合、次ページの

回答用紙に直接ご記入の上、ＦＡＸで回答いただくことも可能です。よろしくお願いいたします。 

  回答Ｗｅｂフォーム： https://t-enq.com/enq/NCT_tuika/          

  回答期限：令和８年８月３１日（月） 

※ＦＡＸの場合：０３－３２６８－０６３５（東社協保育部会事務局宛） 

 

４ 本件に関するお問い合わせ先  

  社会福祉法人東京都社会福祉協議会 福祉部 児童・障害担当 保育部会事務局（今林） 

〒162-8953 東京都新宿区神楽河岸 1番 1号 

TEL 03-3268-7174 FAX：03-3268-0635 Eメール jido-hoiku@tcsw.tvac.or.jp 

https://t-enq.com/enq/NCT_tuika/
mailto:jido-hoiku@tcsw.tvac.or.jp


社会福祉法人東京都社会福祉協議会  
保育部会調査研究委員会 令和 8年度調査 

＜FAX 回答用紙（鑑文不要）＞回答期限：令和 8 年 8 月 31 日 

FAX ０３－３２６８－０６３５ 東社協保育部会事務局 宛 

 

以下「ノンコンタクトタイム」とは、通常の勤務時間内において、休憩時間とは別に、子どもと直接関

わらずに事務作業、打ち合わせ、会議、研修、情報共有等の業務を行う時間を指します。 

問１～問４について、それぞれ該当する選択肢に☑か〇でご回答ください。 

   

問１ 貴施設の所在地をご回答ください。 

  □①２３区  □②市町村部 

問２ 貴施設の施設種別をご回答ください。 

□①認可保育所 □②幼保連携型認定こども園 

□③保育所型認定こども園 □④小規模保育事業（Ａ型） 

□⑤その他 
 

問３ 貴施設の運営主体をご回答ください。 

□①公立    □②公設民営  □③社会福祉法人 

□④株式会社  □⑤ＮＰＯ   □⑥一般社団法人 

□⑦一般財団法人  □⑧公益財団法人  □⑨学校法人 

□⑩宗教法人  □⑪個人立   □⑫その他 

 

問４ 貴施設には勤務時間内にノンコンタクトタイムがありますか。 

□①はい  □②いいえ   

      ↓ 

問５ 問４で「①はい」と答えた施設にのみお聞きします。 

1 日あたりのノンコンタクトタイムはどの程度ですか。 

□①30 分未満  □②30 分 □③1時間  

□④1 時間 30 分 □⑤1 時間 30 分以上 

 

～ご協力ありがとうございました～ 


